
                                      

        

 

 

                                   

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 428号 令和 5年 10月１日 光明第二保育園 

 

ほ け ん だ よ り 

 

 

「10」を横にすると、まゆと目に見えるので 10 月 10 日は「目の愛護デー」    

子どもの目を守るためには、感染症やケガだけでなく、「見え方の異常」にも注意が

必要です。この機会に異常のサインを知りましょう。 

 

  目はとてもデリケート。何気なく触っ

ただけでも、細菌やウイルスが侵入する

おそれがあります。目の異常に気づいた

ら早めに受診しましょう。 

～こんなときは要注意！～

保健目標 

 
目を大切にしましょう 

 

 赤ちゃんの目は生後すぐはぼんやりとしか見えていませんが、その後、1歳までの時期は 

急速に「見る力」が発達します。３歳までには多くの子どもが大人と同じ程度（視力1.0）ま

で見えるようになります。見る力（視覚）はゆるやかに発達し、6歳ごろには大人と同じ程度

になります。 

 

ウイルスが結膜に感染し、炎症を起こしま

す。目やにが増えたり、白目が充血したりす

るほか、黒目に白い膜ができることがあり

ます。感染力が強く、うつりやすいため、「は

やり目」とも呼ばれます。 

タオルや寝具を介してうつることがあるの

で、タオルの共有は避け、枕カバーやシーツ

をこまめに交換しましょう。ウイルスのつ

いた手で目に触ると感染するので、手を洗

うことも大切です。 

診断された場合は出席停止となります。登

園の際は医師記入の書類が必要となりま

す。 

まぶたに細菌が感染して、目の縁やまぶた

が赤く腫れます。目がゴロゴロしたり痛み

が出たりしますが、子どもはうまく言えま

せん。まぶたが腫れている時や目をしきり

に触るときは受診をしましょう。 

他の人にうつることはなく、薬を正しく使

えば治ります。 

予防接種忘れはありませんか？ 

道組さんは就学前健診がありますね。 

その前に母子手帳を確認し、予防接種の受け忘

れがないか確認しておきましょう。 

就学前には定期接種の MR（麻疹・風疹）２期を

受けましょう。 

任意接種では、・おたふくかぜ（ムンプス）、三

種混合（DPT）があります。 

内科健診のお知らせ 

    １０月 ３日（火） 

     １４時３０分から開始予定 

嘱託医川端先生が行います。 

当日欠席の場合は後日行います。 

引用参考文献：発行所 ナツメ社 監修高見 剛「ほんだよりイラスト＆文例集」 
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